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人 口と 面 積( 63. 1. 1)
世 帯　231, 362
人 口　636, 661 人
男　322, 704 人
女　313, 957 人

面 積　53. 25km2
人口 密 度　11, 956 人/ km2

《月2 回( 5 日 、20日) 発行)

あ な たも〝いけがき〟にしてみませんか?
工事費の一部を助成します

接
道
部
緑
化

助

成

< 植樹帯設置の例>

興 野2 丁 目

内田　巻代さん

娘の家を 新筍して 、収が占
く、フロ ック匈ては こわい の
て、 生刎 にしまし た。 皆で 相
よ して、J リ ミで巾 が見えない
ように 針槊削を 選ぴました、l
皿'瓦は冂 竹で 矧り ました

緑
化
前

緑化後

< 生垣設置の例>

大谷田1 丁 目

小倉　喜美子さん

助 戈につい ては、‘ ご;蜊紙て
矧り ました 。きれいになり 、
好きな竹が|睨え て|、とえて咬し
い です、のひ のひとI厶かり かS
じ られるよう になり、肖 八
ています。

緑
化
前

緑化後

安
全
な
ま
ち

の
た
め
に

昨
年
1
2月
1
7日
の
地
震
の
大
き

な
揺
れ
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん

。「
こ

ん
な
に
怖
か
っ
た
の
は
朷
め
て

二

と
思
っ
た
人
が
ほ
と
ん
ど
だ

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

そ
の
地
霞
の
際
に
倒
壊
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
懈
は
百
利
圄
だ
け
て
莇
什

に
卜
っ
て
い
ま
す

。

そ
し
て
千
簗
県
市
原
市
で
は
、

耳
の
わ
き
で
皀
ち
話
し
て
い
た
。
。

人
の
女
性
か

、
㈲
れ
落
ち
た
穴
7
1

フ
ロ
ッ
ク
塀
の
た
め
に
王
死
し
て

い
ま
す

ブ
ロ
ッ
ク
川
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

塀
は
、
人
亭
な
ど
の
災
害
時
に
逃

け
る
逎
を
ふ
さ
い
だ
り
、
吶
人
乍

蒭
の
え
図
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す

緑
の
ま
ち

の
た
め
に

X
て
は
、
汚
り
T

歉
咽
か
心

路
に
接
す
る
部
口

の
夕
匕
を
す

す
め
て
い
ま
す

こ
ね
は
先
ほ
ど
の
よ
う
な
災
富

に
鉦
い
翼
奎
な
ま
ち
」を
印
る
た

め
て
あ
る
と
と
も
に
、ま
す
、
ま

ち
に
緑
を
川
や
し
、ま
ち
の
景
覩

を
更
し
く
す
る
た
め
て
す

。

禄
は
、
私
た
ち
に
心
の
や
す
ら

き
と
ゆ
と
り
を
し
ぇ
て
く
れ
ま

す

そ
れ
そ
れ
の
冢
啀
て
鷽
哨
を

込
め
て
育
て
た
紲
を
、逎
行
く
人

々
も
臭
し
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

ま
ち
の
吋
は
培
湖
し
、4

の
ま

ち

』に
な
る
こ
と
か
て
き
ま
す
『

い
け
が
き
を

つ
く
ろ
う

あ
な
た
の
冢
の
道
路
に
接
す
る

部
分
を
緑
で
お
お
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。K
で
は
、
以
卜
の
よ
う
な
観

点
か
ら
緑
化
に
協
力
し
て
く
だ
さ

る
方
に
工
事
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
補
助
金
の
交
付
碩
は
、
左

表
の
通
り
て
す
。

ぜ
ひ
こ
の
吸
会
に
、
雨
に
も
っ

と
多
く
の
ぶ
ど
P
を
ふ
や
す
乍

治
う
く
り
に
こ
尠
加
く
た
さ
い

。
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
練

に
匳

　
呎
1
1
1
1
㈹

ご
存
知
で
す
か
?

一
般
家
庭
向
け
緑
化
事
業

□
新
築
植
樹

M
平
方
卜
以
L
の
敷
地
面
嘖
に

昨
罟
、
し
痢
等

一
找
蒭
・
近
隣
痩
。

業
地
呎
を
除
く
ヽ
を
新
築
お
よ
ひ

屑
改
築
を
す
る
時
に
、
紲
化
訓
皿

琳
を
提
出
し
た
ぢ
で
、
希
望
す
る

芍
に
陌
靫
を
さ
し
あ
け
ま
す

□
誕
生
記
念
樹

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
お
睨
い
し

て

、
呪
7
す
る
コ
に
函
恥
を
さ
し

あ
け
ま
す

と
も
に
く
わ
し
く
は
、
右
庁
舎

・
碌
に
係
(
　
呎
1
1
1
1

ヅ

<補助金額>

* ただ し、2二記 の金● を 超える 麕合 ま、目己 負l と なり ぶ 下は寶費 そ交忖 しま 羣。

<助 成の対象>
生 糎‥高さ1 メートル以上で、痩遍l の長さが1 メートル以1 と苓る。

輹謇帯 匿遭・の長さガ1 メート儿心上で、奥行か45センチ以I c 恵愬に、

高さ3aセンチ以よの樹木か懾驥されていること、ただし、奥行は

匿逓部の長さの3 巵以内にする。
*いずれも、量が柤互に触れ合う曜度にこ● 敢されていること。

( 仮称)

足
立
区
商
工
セ
ン
タ
ー

基
本
構
想
ま
と
ま
る

咀
立
区
の
赳
工
業
発
展
の
拠

点
と
し
て
喫
討
し
て
い
た
「
足

之
区
a
エ
セ
ン
タ
ー

」
餃
軛
ご

の
昼
本
碼
想
か

ま
と
ま
り
、咀

皀
区
找
エ
セ
ン

タ
ー
基
本
構
想

柔
定
委
祠
会
(

長
谷
川
悦
一
石

長
・
は

、
咋
鄒
1
2日
‥
2
5囗
に
占

哇
足
立
区
長
に
報
告
食
を
提
出

し
ま
し
た
。

剤
告
鏘
で
は

、叭
称
を
「
足
立

区
眄
E

振
興
セ
ン
タ
ー

」と
し
、

建
設
場
所
を
北
千
僅
籾
区
が
ふ

さ
わ
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
篦
設
の
主
な
機
能
と

し
て
、
T
眄
L
某
振
興
に
没
立

つ
倩
報
の
収
喫
お
よ
ひ
鍵
供

一
催
亊
お
よ
び
国
嘩
的
な
命
議

が
間
胙
で
き
る

よ
う
な
余
議
堅

一
試
験
・
測

定
喘
器
等
の
整

噺

一
研
修
室
の
設
置
な
ど
も

鍵一
gし
て
い
ま
す
。

<
中
央
本
町
庁
舎
・
経
済
課
>

無 料
配 布中

!

グラフあだち ' 88No. ( 17)
ができました! !

グ
ラ
フ
あ
だ
ち
褪
恥
1
7
が
、
で
き
あ

か
り
ま
し
た
。
表
紙
は
、
金
八
先
生
で

足
立
X
に
も
お
な
じ
み
の
武
田
鉄
矢
さ

ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

今
吋
は
、
区
内
の
賂
中
時
代
の
石
者

た
ち
や
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
咀
立
区
の

姿
を
特
簗
し

、
ま
ち
の
話
弯
が
い
っ
ぱ

い
で
す

。

現
气

町
会
こ
と
に
回
覧
を
お
顫
い

し
て
い
ま
す
が
、
ご
希
望
の
方
に
は
、

区
民
亊
務
听
の
窓
囗
や
、
区
役
所
・
情

倒
公
閧
課

心

壅
を
溥
む
一
な
ど
で

、

無
料
て
配
乱
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
た
さ
い
、

<
本
庁
舎
・
広
報
課
>

中央本町庁舎電話番号あんない
中央本町斤舎には、卜衣の課かあります。中央本町庁舎は、
ご川の課に直核毟話をかけられるツステムです。お問違え
のないようおかけください。< 中央本町庁舎・庁舎係>
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福

祉

あ

ん

な
い

お気軽にご利用ください

福祉事務所の相談
老
人
の
方
に

老
人
嵋
祉
指
導
主
亊
が
き
人
ホ

ー
ム
ヘ
の
入
所
、
冢
啀
夲
仕
目
等

の
派
遣
、
日
常
生
活
用
貝
の
紿
付

な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

身
体
に
障
害
の

あ
る
方
に

身
体
L
な
ん
ら
か
の
曝
害
の
あ

る
力
に
、
身
体
防
害
者
福
咀
司
が

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装

貝
や
更
生
医
療
の
紿
付
、
家
啀
奉

仕
貝
等
の
派
逎
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

ろ
う
あ
の
方
に

手
話
通
訳
者
か
ろ
う
あ
の
方
の

Ⅲ
談
に
に
じ
て
い
ま
す
。

相
談
日
時

海
月
第
4
岑
眤
日

鋭
日
の
塲
台
は
翌
日
气
午
陂
1

時
～
4
時

精
神
薄
弱
者
(
児
)

に
つ
い
て
の
相
談

哨
神
薄
弱
者
(
児
)
の
方
の
援

護
施
設
へ
の
入
所
、
一
愛
の
手
帳

」

の
交
付
な
と
に
つ
い
て

、
喟
神
潭

弱
者
福
祉
司
か
相
談
に
心
じ
て
い

ま
す
。家

庭

相

談

家
啀
衵
訟
N
か
、
冢
啀
内
の
い

ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
泪
談
に

心
じ
て
い
ま
す
『、

相
談
日
眄
一毋
涸
月
・
水
・
金
曜

曰
、
で
陂
1
時
～
5
時

母
子
家
庭
の
方
に

相
談

母
子
相
談
絢
が
2
0歳
未
満

の
児
童
の
い
る
毋
子
家
庭
の
経

済
上
の
問
題
、
児
童
の
就
学
な

ど
の
相
談
に
に
じ
て
い
ま
す

貸
付
制
度

経
済
的
自
立
の
手
助

け
の
た
め
に
、
亊
業
閧
始
・
継

続
資
金
、庄
宅
補
修
金
、
就
職

・
就
学
支
度
金
な
ど
の
申
謫
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

母
子
裏

養
弯
し
て
い
る
児
童
に

生
活
上
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
た
め
、
十
分
な
養

弯
が
で
き
な
い
母
子
家
庭
の
方

に
毋
子
寮
入
所
制
慶
が
あ
り
、

相
談
に
の
っ
て
い
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

指

定
の
国
民
宿
舎
等
を
年
1
回
、1

泊
2
日
に
限
り
、
無
料
ま
た

は
低
額
な
料
金
で
利
用
で
き
ま

す
ご
婦
人
の
方
に

夫
の
酒
乱
、
暴
力
行
為
な
ど
か

ら
逃
れ
て
一
時
的
に
保
護
を
求
め

る
婦
人
や
、
い
ろ
い
ろ
な
問
嘔
を

か
か
え
て
困
つ
て
い
る
婦
人
を
対

喩
に
相
談
に
心
じ
て
い
ま
す
。

児

童

相

談

児
廬
福
祉
司
が
子
ど
も
の
贄

气

淬
害
児
な
ど
子
ど
も
の
問
黽

に
つ
い
て
相
缺
に
に
じ
て
い
ま

す
。

相
談
日
時

晦
週
月
・
木
曜
日
、

午
前
9
時
～
正
午
(
中
部
嵋
祉

啝
f脇
所
は
木
眤
川
の
今

出
産
費
に

お
困
り
の
方
に

妊
産
眤
の
屶
が
入
院
し
て
分
晩

す
る
必
要
が
あ
る
の
に
、
経
済
的

理
由
に
よ
り
癶
院
費
用
を
支
払
う

こ
と
が
困
難
な
塲
合
、
相
談
に
ら

じ
て
い
ま
す
(
前
年
分
所
得
悦
年

額
1
万
6
千
崩
円
以
下
)
。

生

活

保

護

祠
気
な
ど
の
理
由
で
勳
け
な
く

な
り
、
収
入
が
減
り
生
活
費
や
医

凍
費
な
ど
に
お
困
り
の
方
は
、
生

活
保
護
の
制
度
が
あ
り
ま
す

。

◎
相
談
、
問
い
合
わ
せ
は

、
い
ず

れ
も
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
左
表
)

へ

。

※ 相談日時は、指定のあるものを除
き、毎日、午前9 時～午後5 時ま
でです。( 土曜日 は、正午まで)

老人家庭奉仕員等の派遣

郷
土
博
物
館
が

便
利
に
な
り
ま
し
た

2
月
5

日
か
ら
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
開
始

郷
上
溥
物
館
は
昭
和
6
1年
H

月
に
閧
館
し
来
、今
ま
で

に
約
4
与
人
の
来
館
者
を
記

録
し
ま
し
穴

2
月
5
日
か
ら
区
内
の
歴

史
や
伝
続
吁
事
・
資
料
な
ど

に
つ
い
て
、
き
め
細
か
な
紹

介
を
し
よ
う
と
、
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。

そ
の
と
き
ど
き
に
に
じ
た

展
示
の
案
内
や
忖
亊
の

お
知
ら
せ
を
闃
く
こ
と

が
で
き
、
2
4時
閧
受
け

吋
け
ま
す
。
と
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

郷
土
慱
初
館
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス

　
6
2
0
9
2
9
2

バ
ス
停

が

す
ぐ
そ
ば
に

J
R
亀
有
駅
北
囗
よ
り
、

東
武
パ
ス
・
溥
物
館
経
由

只
ッ
木
乱
庄
線
」
が
1
月
2
1

日
か
ら
新
設
に
な
り
ま
し

た
。
郷
土
溥
物
館
、
佐
野
セ

ン
タ
ー
、
左

野
い
こ
い
の

森
へ
お
越
し

の
方
は
、
左
紀
の
パ
ス
か
便

利
に
な
り
ま
し
た
。

交
通
案
内

J
R
亀
有
駅
北
囗
か
ら
東

武
パ
ス「
六
ツ
木
都
住
栫

▽
郷
土
溥
物
館

足
立
瓶
上
溥
物
館
前
下
車

硅
歩
1
分

▽
佐
野
セ
ン
タ
ー

佐
野
セ
ン
タ
ー
前
下
車
徒

歩
1
分

▽
匠
野
い
こ

い
の
森

佐
野
セ
ン
タ
ー
前
下
車
徒

歩
5
分

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
交
通

機
関
対
策
蚕

瑟
1
1
1
1

㈹

今
月
は
福
祉
手
当
(
国
制
度
)
の

定
例
払
月
で
す

特
別
障
客
者
手
当

、
障
害
児
福

祉
F
当

、
福
祉
手
当
(

経
過
措
置

岔

受
給
者
の
方
は
、
今
月
の
1
0

冂
ご
ろ
、
指
定
し
た
歙
融
機
関
に

福
砒
手
当
を
振
込
み
ま
す
。
汨
金

通
帳
と
印
か
ん
を
お
持
ち
に
な
っ

て
支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福
祉

係

　
眤
-
1
1
1
㈹

身

体

障

害

者

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
訓
練
生
募
集

コ
ン
ヒ
ュ
ー
タ
ー
フ
ロ
グ
ラ
マ

ー
と
し
て
、
珮
業
的
自
立
を
め
ざ

す
涼
害
者
の
訓
練
生
を
萼
集
し
ま

す
。

訓
練
開
始
時
期
6
3
鄒
1
月

訓
練
場
所

千
住
喘
町
作
葉
所
(
6
3

年
4
月
闃
設
予
定
)

申
込
資
格

区
内
在
僅
の
身
体
障

害
者
手
帳
1
1
3
級
の
方

申
込
先
・
期
限

ト
ー
コ
ロ
情
報

処
理
セ
ン
タ
ー
、2
月
1
3日

※
甲
込
方
法
等
く
ゎ
し
く
は
、
本

庁
告
・
障
害
福
祉
課
(
　
貎
1
1
1
1

㈹
)
ま
た
は
ト
ー
コ
ロ
喘
報

処
理
セ
ン
タ
よ
　
剳
0
4
5
1
)

老
人
医
療
制
度

の
お
知
ら
せ

芒
人
医
原
制
度
は
、
老
人
傑
健

法
に
よ
る
医
原
紿
付
i

制
哩
ご

と
都
の
老
人
医
り
貲
助
成
制
度
(

⑩
)
が
あ
り

、内
容
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。
対
喩
名
で

「
色
人
医

原
凹

の
な
い
方
お
よ
び
、
一
部

負
袒
金
の
特
例
に
該
当
す
る
方

(
認
定
証
等
が
必
要
)
は
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先

本
7
舎
・
老

八
曳
町
匳

　
眤
1
1
1
1

㈹

老 人 医 療 制 度

所得制限基準額表( ( 福) )

( 3 人以卜‥ 】入:二っき33万円を加算)

く

ら
し
の

情

報

相

談

教

育

相

談

登
校
を
嫌
が
る
、
落
ち
衿
き

が
な
い
等
の
お
子
さ
ん
に
つ
い

て
悩
ん
で
い
る
方
に
、
専
門
の

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
職
経

験
豊
か
な
相
談
員
が
、
問
題
の

解
决
に
あ
た
り
ま
す
。
怛
談
内

容
は
秘
密
を
守
り
ま
す
。

□
面
接
相
談

受
付
日
時

祝
曰
を
除
く
ほ
週

月
～
土
眤
日
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時

王

曜
日
は
正
午

ま
で
)

場
所
、
申
込
・
問
合
せ
先
T
教

育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
室
・・・

　
a
9
5
3
1

T
教
育
セ
ン
タ
ー
教
弯
相
談

崚
瀬
分
室
(
稜
瀬
プ
ル
ミ
エ

内
)
・・・
　
辯
3
5
8
8

□
電
話
相
談

受
付
日
時

祝
日
を
除
く
毎
週

月
～
金
曜
日
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
(
最
終
受
付
は
午

後
4
時
3
0分
ま
で
)

相
談
・
申
込
先

教
育
セ
ン
タ

ー
教
育
相
談
室

　
捌
7
8
6
7
(
(
(

ヨ

、ナ
ヤ
ム
ナ
)

心
身
に
障
害
を

も
つ
お
子
さ
ん
の

就
学
相
談

心
身
に
陣
害
を
も
つ
お
子
さ

ん
が
教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め

た
ら
良
い
か
。
専
門
の
相
談
員

が
、
適
正
な
就
学
に
つ
い
て
相

談
を
行
つ
て
い
ま
す
。

受
付
日
時

祝
日
を
除
く
毎
週

月
～
土
曜
日
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
(
土
暄
日
は
正
午

ま
で
)

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

対
象

今
年
4
月
に
小
学
校
ヘ

入
掌
予
定
の
区
内
在
僅
の
児

蚯
と
保
護
者

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
ン

タ
ー
敷
弯
相
談
係
纜
学
相
談

担
当

　
8
5
9
9
5
3
1

年

金

老
齢
年
金
の

支
払
が
年
6
回
に

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
は
、

今
ま
で
年
4
回
(
3
月
・
6
月

・
9
月
・
H
月
)
の
支
払
で
し

た
が
、6
3年
2
月
か
ら
は
、
年
6

回
(
2
月
・
4
月
・
6
月
・
8

月
・
1
0月
・
1
2月
)
に
分
け

て
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
他
の
年
金
の
支
払

月
は
、
従
来
通
り
で
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

各
種
国
民
年
金
の
支
払
月
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

紿
付
係

　
瞋
5
1
6
1

年金の支払月一覧表 国
民
年
金
保
険
料
は

確
定
申
告
「
所
得

控
除
」
の
対
象
で
す

昭
和
6
2年
1
月
か
ら
1
2月
ま

で
の
1
年
閧
に
吶
め
た
国
民
年

金
の
保
険
料
は
、
そ
の
金
頷
が

「
杜
会
保
険
料
控
除
」と
し
て
所

寿
か
ら
差
し
引
か
れ
、
課
税
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
所
賻
税

や
庄
民
税
の
申
t
j

ほ
は
、
忘

れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
な
ど
、
ご
主
人
の
年
末

調
整
で
、
す
で
に
申
告
済
み
の

方
は
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

倹
認
係

　
貘
5
1
6
1

こ
ど
も

新
入
学
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
の
方
ヘ

入
学
す
る
学
校
に

就
学
届
の
提
出
を

4
月
か
ら
区
立
小
・
中
学
校

に
新
入
学
さ
れ
る
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
は
、
就
学
通
知
書
が

届
き
ま
し
た
ら
、
就
学
通
知
S

裏
面
の
就
学
届
を
叨
り
取
り
、

入
学
す
る
学
校
へ
届
け
て
く
だ

さ
い
。

小
学
校
新
入
学
用
の
麗
学
通

知
寤
は
、1
月
中
甸
に
保
護
者

あ
て
郵
送
で
、
中
学
校
新
入
学

用
の
就
学
通
知
魯
は
、1
月
下

旬
に
在
学
小
学
校
か
ら
お
子
さ

ん
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
届

け
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
区
立
小
・
中
学
校
に

入
学
を
希
望
さ
れ
る
外
国
人
の

方
で
、
ま
だ
入
学
申
誚
の
手
続

き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
印
か

ん
と
お
子
さ
ん
の
外
国
人
登
録

証
を
持
参
し
、
学
事
第
一
係
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
亭
第

一
係

　
靦
1
1
1
1
㈹

生
活
環
境

環
状
7
号
線
B
地
区
・

補
助
2
5
6
号
線
地
区
の

都
市
計
画
の

決
定
・
変
更

都
と
区
で
は
、
次
の
地
区
の

沿
道
整
爾
計
画
の
決
定
お
よ
び

不
燃
化
促
進
事
業
に
伴
う
用
途

地
域
、
特
別
工
笑
地
区
、
高
度

地
区
、
防
火
地
域
お
よ
び
準
防

火
地
域
の
変
更
を
し
ま
し
た
。

□
沿
道
整
備
計
画
の
決
定
地
区

▽
環
状
7
号
線
B
地
区
(
西

新
井
・
西
新
井
栄
町
地
区
)

※
両
側
約
3
0
メ
ー
ト
ル
の
区
域
。

な
お
、
こ
の
地
区
内
で
土
地

の
区
圃
形
質
の
変
更
や
、
建
築

物
等
の
新
・
増
・
改
築
等
を
予
定

し
て
い
る
方
は
、
行
為
を
始
め

る
3
0日
前
ま
で
に
、区
・
ま
ち
づ

く
り
課
に
届
出
が
必
要
で
す
。

□
不
燃
化
促
進
S
業
に
伴
う
用

途
地
域
等
変
更
地
区

▽
環
状
7
号
線
B
地
区
(
西

新
井
・
西
新
井
栄
町
地
区
)

▽
補
助
S
号
線
地
区
(
環
状
7

号
線
か
ら
花
畑
三
・
四
丁

目
ま
で
)

※
両
地
区
と
も
、
両
側
約
3
0封

の
区
峨
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て

、
地
区
等

く
わ
し
く
知
り
た
い
方
は
、
次

の
場
所
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

告
示
年
月
日
1

月
1
4日

縦
覧
場
所

都
・
都
市
計
刪
局

相
談
崎
報
課
ま
た
は
、
区
・

寡
庁
合
・
都
市
計
画
滕

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
郡
市
計

画
課

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
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成人病予防は

正しい生活習慣と食習慣から

成人病予防週間　2月1～7日

虞
人
病
は
、
長
い
閧
の
生
活
習

慣
と
老
化
か
ら
起
こ
る
病
気
で

す
。そ

の
予
防
と
し
て
は
、
陌
年
健

康
診
断
を
受
け
、
正
し
い
生
店
習

悁
と
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
大
叨
で
す
。

た
と
え
ぱ
、
献
立
を
考
え
る
場

台
、
食
品
群
の
組
み
台
わ
せ
と
、

食
品
を
ど
の
く
ら
い
と
っ
た
ら
良

い
か
を
知
つ
て
い
る
と
便
利
で

す
。(右
下
表
参
昭ご

千
住
保
闖
所
で
は
、
成
人
病
予

防
の
た
め
の
食
生
活
教
室
を
次
の

と
お
り
閧
催
し
ま
す
。

パ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
と
は

何
か
、
も
う
一
魘
、
基
朮
か
ら
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
2

月
1
7日
灰
)
、午
唆
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

千
僅

保
闥
所

　
鈿
4
2
7
7

巡
回
検
診
車
に
よ
る
成
人
病
予
防
健
診

足
立
社
会
保
険
事
務
所
管
内

中
高
年
齢
者
の
健
康
管
理
を
図

る
た
め
、
巡
回
検
診
車
に
よ
る
呎

人
病
予
防
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

日
程
・
場
所
7
3

月
M

・
1
5

日
、
総
台
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
T
1
6

・
1
7日
。
文
化
会
館
別
館
T
2
2

日
、
東
邵
セ
ン
タ
ー
T
2
3

・
2
4日
、
唖
笑
振
興
館

▽
2
5

囗
、
配
市
農
業
公
園
・
佐
野

社
会
教
弯
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
1
1

時
3
0分

。

対
象

足
立
杜
会
保
険
事
秘
所
啻

内
の
被
保
険
者
お
よ
ぴ
被
扶
餮

配
偶
者
で
3
5歳
以
上
の
方

健
診
内
容

胃
部
X
線
椣
査
ほ
か
5

項
目

費
用
3

千
沺
円

申
込
方
法

勦
務
先
の
会
社
を
通

し
て
申
し
込
み
の
こ
と

申
込
期
限
2

月
2
0日
(
土
)

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
社
会
保

険
事
務
所

　
咄
0
1
1
1

みんなの 健康 足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中央 本町保健相談所 　880- 5351

心臓病児をもつ
親のつどい

部
で
は
、
心
臓
祠
の
子
ど

も
を
持
つ
家
族
の
方
々
に
、

小
児
心
臓
祠
に
対
す
る
正
し

い
知
諏
と
理
解
を
深
め
、
安

心
し
て
生
活
が
で
き

る
よ
う
次
の
催
し
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
穆
加
く
だ
さ
い
。

日
時
2

月
2
1
日
(

日
)
、
午
前
1
0時

～
午
唆
4
時

場
所

全
国
労
音
会

館
(
千
代
田
区
西
神
田
3
-
9
i
1
0

、　　
S
6
3
6
6
)

内
容

▽
講
濱
(

午
前
1
0時

～
正
午
)
原
田
研
介
氏
E

日
本
大
学
医
学
部
小
児
科

講
師

▽
日
常
生
活
・
医

暸
相
談
(
午
後
1
時
～
4

時
)

費
用

無
料

※
乗
用
車
利
用
お
よ

び
子
ど
も
つ
れ
の
ご

来
場
は
な
る
ぺ
く
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。ま

た
、
付
近
に
は
食
堂

等
が
な
い
の
で
、
昼

食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

都
衛
生
局
母
子

衛
生
課

　
2
1
2
3
8
3
5

ミルクを
さしあげ ます

区
で
は
妊
産
婦
お
よ
び
低
体
皿

の
乳
児
に
、
母
子
宋
養
食
品
を
支

紿
し
て
い
ま
す
。

対
象

生
活
保
護
世
帯
、
僅
民
税

非
課
税
世
帝
、
所
辱
税
非
課
税

世
帯
の
い
ず
れ
か
の
妊
婦
、
産

婦
、
低
体
重
の
乳
児

支
給
期
間

▽
妊
婦
・
:妊
娠
5

ヵ

月
目
か
ら
6
ヵ
月
間

▽
産
婦

・
:出
産
月
の
翌
月
か
ら
3

ヵ
月

間

▽
乳
児
(
右
表
の
体
重
以

下
)
…
生
後
4
ヵ
月
目
か
ら
9

カ
月
関

支
給
品
目
牛
乳
1
日
1
本
(
旛

c
c
)
ま
た
は
粉
ミ
ル
ク
ー
カ
月

1
缶
(
千
2
0
0哮)

申
込
方
法

所
辱
証
明
S
類
(
保

護
の
し
お
り
、
非
課
税
証
明
書

等
)
、
毋
子
手
幔
、
印
か
ん
を
持

参
※
た
だ
し

、
支
給
は
申
込
日
の
翌

月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
保

健
予
防
係
　

眤
1
1
1
1

㈹

乳 児体 重 表

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

部
落
差
別
と

そ
の
他
の
差
別

わ
が
国
は
、
経
済
的
に
も
め

ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
、
社
会

的
に
も
、
民
主
的
、
平
和
的
、

文
化
的
な
国
家
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、私
た
ち
国
民
の
一

人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
生
活
を

見
つ
め
た
と
き
、
そ
の
こ
と
を

素
匱
に
肥
め
る
こ
と
の
で
き
な

い
問
鼈
を
か
か
え
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
し
た
い
と
い
う
願
い

を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、

誰
に
で
も
共
通
す
る
人
閠
と
し

て
の
当
然
の
願
い
で
あ
り
、
憲

法
で
も
基
本
的
人
権
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
人
権

は
、
何
ぴ
と
も
侵
す
こ
と
が
で

き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、

国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。と

こ
ろ
が
、
こ
の
世
の
中
に

は
、
ま
だ
ま
だ
根
強
く
、
い
ろ

い
ろ
な
遷
別
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

れ
は
、
部
落
差
別
、
男
女

差
別
、
学
歴
に
よ
る
差
別
、
職

巣
や
貧
富
に
よ
る
差
別
な
ど
社

会
的
に
不
公
正
な
こ
と
が
ら
で

す
。さ

ま
ざ
ま
の
差
別
の
中
で
郎

落
差
別
が
他
と
異
な
っ
て
い
る

の
は
、
主
と
し
て
徳
川
幕
藩
体

制
の
も
と
で
身
分
制
度
を
強
固

に
す
る
た
め
政
治
的
、
人
為
的

に
つ
く
り
だ
さ
れ
た
身
分
差
別

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
唆
、
明
治
4
年
に
解
放

令
が
出
さ
れ
、
Ⅲ
年
余
を
経
過

し
た
今
日
に
お
い
て
も
、
な
お

人
閧
生
活
の
基
本
的
な
人
権
に

閲
わ
る
面
で
、
差
別
事
件
が
お

き
て
い
ま
す

。

こ
の
よ
う
に
、
部
落
差
別
と

他
の
差
別
に
は
、
そ
の
歴
史
的

な
発
生
過
程
に
違
い
が
あ
り
ま

す
が

、
基
本
的
人
権
の
侵
害
と

い
う
点
で
は
、
共
通
性
を
も
っ

て
い
る
と
認
識
す
ぺ
き
で
し
ょ

う
。◎

同
和
問
鼇
に
関
す
る
問
い

台
わ
せ
は
、
本
庁
合
・
同
和

対
策
担
当
ヘ

お
し
らせ

公
害
病
の
新
規

申
請
は
お
早
め
に

□
新
規
の
申
請
が
で
き
な
く
な

り
ま
す

公
害
健
康
被
害
姉
償
制
厦
の

改
正
で
、
昭
和
6
3
年
3
月
1
日

か
ら
新
規
の
申
請
が
で
き
な
く

な
り
ま
す

。
現
在
公
害
嘴
に
か

か
っ
て
い
て

。
ま
だ
紹
定
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、2
月
2
9日

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

。

□
申
請
で
き
る
の
は

足
立
区
に
一
定
期
間
以
上
居

住
ま
た
は
通
勦
・
通
学
し

、
慢

性
気
管
支
炎
、気
眥
支
ぜ
ん
息
、

ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎
、
肺
気
し

ゅ
お
よ
び
そ
れ
ら
の
続
発
症
の

い
ず
れ
か
に
か
か
っ
て
い
る

方
。

□
認
定
さ
れ
て
い
る
方
へ

す
で
に
公
害
病
の
患
者
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
医

療
費
や
障
害
補
貭
費
な
ど
の
給

付
が
今
唆
も
従
来
ど
お
り
受
け

ら
れ
ま
す
。

更
新
や
見
直
し
の
手
続
き

は
、
決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に

必
ず
行
つ
て
く
だ
さ
い
。

□
大
気
汚
染
に
よ
る
健
康
障
害

者
の
医
療
費
助
成
の
申
請
が
で

き
ま
す

1
8歳
未
満
の
方
で
、
都
内
に

一
定
期
間
居
住
し
、
公
害
病
と

同
様
の
診
断
を
受
け
た
方
は
、

樂
東
都
が
実
施
し
て
い
る
医
療

費
助
吹
制
哽
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
制
度
は
3
月
1
日
以
降
も
新

規
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
。
左
記
へ
問
い

台
わ
せ
の
う
え
、
手
続
き
を
行

つ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

禀
庁
舎
・
公
害
補

僕
係

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

特
別
区
交
通
災
害
共
済

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

こ
の
共
済
は
、区
民
の
福
祉

を
目
的
と
し
、
東
亰
2
3
mが
共

同
し
て
邏
営
し
て
い
ま
す
。

加
入
で
き
る
方
2
3

区
内
に
住

所
の
あ
る
方
(
外
国
人
も
加

入
で
き
ま
す
)

掛
金
1

囗
鶉
円
(
年
額
)
、1

人
2
口
ま
で

対
象
と
な
る
事
故

自
動
車
、

自
転
車
、
電
車
、
航
空
機
、

船
舶
等
の
交
通
機
閧
に
よ
る

人
身
事
故
(
外
国
で
の
交
通

事
故
を
含
む
)

見
舞
金
9

等
級
(
1

万
円
)

～
I

等
級
(
死
亡

、図
万
円
)
2

囗
の
場
合
は
倍
頷
支
給
し

ま
す

※
こ
れ
と
は
別
に

、
区
で
独
自

に
4

歳
か
ら
中
学
生
ま
で
と

、7
0

綫
以
上
の
方
に
対
し

、
見
舞

金
を
支
給
し
て
い
ま
す

。

有
効
期
間

加
入
日
の
翌
日
の

午
前
0
時
か
ら
1

年
閧

申
込
先

区
内
の
銀
行

、
信
用

組
合
、
信
用
金
瘻
、
農
業
協

同
組
合
、
区
役
所
本
庁
舎
・

交
通
共
済
窓
口
(
郵
便
局
で

は
、取
り
扱
つ
て
い
ま
せ
ん
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
交
通
共

済
窓
口

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

竸
争
入
札
(
工
事
)

参

加

願

い

追
加
受
付
中

昭
和
6
3年
度
に
区
の
建
設
エ

事
等
の
親
争
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
方
は
、
次
に
よ
り
申
誚

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
2

月
4
日
～
1
2日

(
土
・
日
皿
、祝
日
を
除
く
)

受
付
時
間

午
前
9
時
3
0分
～

午
後
4
時
(
正
午
～
午
後
1

時
を
除
く
)

申
請
用
紙

東
亰
都
財
務
局
所

定
用
紙
(
財
団
法
人
東
京
郡

弘
済
会
で
販
充
・・・
都
庁
西
1

号
館
地
下
1

階
)

受
付
・
問
合
せ
先

本
庁
舍
・

契
約
第
一
係

　
8
8
2
1
1
1
1

㈹
販
売
し
て
い
ま
す

区
の
刊
行
物

区
が
発
行
し
て
い
る
刊
行
物

の
販
充
は
、嘴
報
公
閲
課
(
分
壅

を
含
む
)
で
行
つ
て
い
ま
す

。

ま
た
、
行
政
資
料
の
コ
ピ
ー

サ
ー
ビ
ス
(
有
科
)
も
行
つ
て

い
ま
す
。

な
お
、
新
た
に
『
足
立
区
艤

会
だ
よ
り
縮
刷
版
』
も
販
売
し

て
い
ま
す
。

※
刊
行
物
の
主
な
も
の
は
右
麑

の
と
お
り
で
す
。
在
瘋
の
少
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
嘴
報
公

閧
課

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
、

中
央
本
町
庁
舎
・
惴
報
公
閧

課
分
室
(
3
1
5
0
0
1

主な刊行物

2 月の
安売りデー

青
果
物
・
:
2月
1
7日
(水
)

黄
緑
の
ノ
ポ
リ
の
あ
る
お
店

魚
…
…
…
2
月
1
9日
(金
)

青
い
ノ
ポ
リ
の
あ
る
お
店

<主

催
>

足立区青杲安売り
デー協朧龠/ 関柬
木庸勧商業協同組
含西新丼支郎・千
住支郎



昭 和63 年2 月5 日 あ だ ち 広 報 第779 号 ( 4)

申 請 を お 忘 れ なく
私立幼稚園児の保護者の方に

補助金を支給します

K
で
は
、
私
立
幼
稚
園
お
よ
び

幼
稚
圜
類
似
施
設
圜
児
の
保
護
者

の
方
に
、
楠
助
金
を
支
紿
し
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
昭
和
6
2年
1
0月
～
昭

和
6
3
年
3

月
ま
で
の
6

ヵ
月
分

湎

期
分
)
で
す

。該
当
す
る
保
護

档
の
力
は
、申
讀
し
て
く
た
さ
い
。

ま
た
、
前
期
分
(
昭
和
6
2
年
4

月
～
9
月
ま
で
)
の
申
讀
溷
れ
の

方
も
、
期
限
ま
で
に
手
硯
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
内
の
幼
碓
園
類
似
施

設
は
、
花
畑
団
地
幼
児
教
室
の
1

園
で
す
。

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
保
護
者

▽
昭
和
6
2印
4
月
1
日
以
降
足
立
K

に
庄
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

▽
私
立
幼
碓
園
ま
た
は
幼
碓
園
頬

以
施
設
に
在
祺
し
、
次
の
哄
齡

に
該
当
す
る
幼
児
の
保
護
者

◎
5
歳
児
(
昭
和
5
6年
4
月
2
日

～
昭
和
5
7年
4
月
1
日
生
)

◎
4
歳
児
(
昭
和
5
7年
4
月
2
日
I

昭
和
5
8年
1
月
1
日
生
)

◎
3
歳
児
(
昭
和
5
8年
4
月
2
日
I

昭
和
5
9年
4
月
1
日
生
)

▽
保
弯
料
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

補
助
金
の
額

月
額
9
千
円

支
給
時
期
3

月
下
甸
予
定

受
付
期
限
3

月
5
日
呈
)

※
昭
和
6
2年
度
の
補
助
金
は
今
回

で
啼
め
切
り
ま
す
の
で
、
必
ず
嗣

限
ま
で
に
申
諱
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
の
方
法

▽
区
内
の
私
立
幼

碓
園
ま
た
は
幼

碓
園
類
似
施
設

に
在
緬
す
る
園

児
の
保
謾
者
に

つ
い
て
は
、
園

が
ま
と
め
て
申

請
す
る
方
法
を

と
っ
て
い
ま

す
。
園
か
ら
の

指
示
に
し
た
が

っ
て
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い

▽
区
外
の
区
市
町

村
に
あ
る
私
立

幼
稚
園
ま
た
は

幼
稚
園
類
似
施

設
に
在
籍
す
る
園
児
の
保
徑
者

は
、
本
人
が
匱
接
学
事
第
二
係

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
(
郵
送

に
よ
る
申
讀
は
、
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
)

個
人
申
請
に
必
要
な
も
の

ノ
印
か
ん
(朱
肉
哽
用
の
も
の
)

▽
園
児
在
雍
証
明
隋
(
K
所
定
哩

式
の
も
の
)

▽
支
払
い
は
口
唖
振
込
の
た
め
、

保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵

便
局
を
除
く
)
を
、
ご
持
参
く

だ
さ
い

そ
の
他

▽
住
所
を
移
転
し
た
場
台
は

、
足

立
区
に
在
什
し
た
月
分
を
申
請

し
て
く
た
さ
い

▽
就
園
奨
励
眥
減
免
撚
置
該
当
者

の
う
ち
、
公
立
幼
唯
園
保
謾
矜
n

扣
分
よ
り
補
助
忿
が
卜
川
る

屶

‥は
、
攴
紿
荊
か
調
怜
・
(減

額
)
さ
れ
る
こ
と
か
あ
り
ま
す

∵
申
訥
再
哨
は
、
幼
碓
図
ま
た
は

学
亊
令
一
匳
に
あ
り
ま
す

問
合
せ
先

本
7
冶
・
学
亊
第
二

係

　
眤
1
1
1
1

㈹

区
立
幼
稚
園
5
歳
児

二
次
募
集
の
お
知
ら
せ

今
年
4
月
に
入
園
す
る
区
立

幼
碓
園
の
5
歳
児
に
ま
だ
余
裕

が
あ
り
ま
す
。
次
の
賽
債
で
随

時
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◎
間
屋
幼
稚
園
・
:
千
住
関
屋
町
1
6
-

―
(
千
寿
第
八
小
学
校

内
)
　
m
3
5
8
9

◎
元
宿
幼
稚
園
・
:
千
住
桜
木
1
1
1
6
1
2

　
眤
9
4
6
6

◎
江
北
幼
稚
圜
・・・
江
北
1
-
2
6

l
9

　
8
9
6
2
6
3
2

◎
大
谷
田
幼
稚
圃
…
大
谷
田
2
1
-
1
-
9

　
6
2
0
7
5
9
1

◎
麑
浜
幼
稚
園
・
:
鹿
浜
5
L
2
5
1
H

　
8
5
5
4
4
4
7

応
募
資
格

区
内
在
住
の
5
歳

児
(

昭
和
5
7年
4
月
2
日
～

昭
和
5
8
年
4
月
1
日
生
)

申
込
・
問
合
せ
先

各
区
立
幼

稚
園 日

本
語
を
教
え
ま
す

帰
国
者
、外
国
人
の
た
め
に

帰
国
者
や
外
国
の
方
で
、
日
木

語
に
お
困
り
の
方
を
対
象
に
、
日

本
語
を
教
え
る
講
座
を
閧
催
し
ま

す
。
日
本
晒
に
お
困
り
の
方
は
お

申
し
込
み
く
た
さ
い
。

な
お
、
日
常
会
話
に
不
自
由
な

方
を
ご
俘
知
の
方
は
ぜ
ひ
こ
紹
介

く
だ
さ
い
。

日
時
2

月
1
8曰
～
3
月
3
1日

屋
週
月
眤
・
な
曜
曰
、
午
前
1
0

時
～
正
午

場
所

勤
玲
M
阯
会
館
4

瀬
フ

ル
ミ
エ
内
)

費
用

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

・
　
3

人
対
策

　
眤
1
1
1
1
心

グ
ル
ー
プ
・
リ
ー
ダ
ー

養

成

講

座

グ
ル
ー
ブ
を
つ
く
っ
て
仲
間
と

共
に
学
ぷ
と
い
う
こ
と
は
、
す
ぱ

ら
し
い
こ
と
で
す
。し
か
し

、そ
れ

を
運
営
し
て
い
く
こ
と
は
決
し
て

簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

活
勳
を
桑
し
く
息
の
長
い
も
の

に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

一
緒
に
考
え
て
み
る
講
座
で
す

。

日
時
・
内
容
・
講
師

下
表
の
と

お
り

場
所

勤
労
福
祉
会
館
(

縵
瀬
ブ

ル
ミ
エ
内
)

対
象

地
域
で
活
勳
す
る
グ
ル
ー

プ
の
リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
そ
の
メ

ン
ハ
ー

定
員

測
八

費
用

無
料
(
教
り
費
実
費
負
袒
)

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏
名
、
生
鄒
月
日
、
職
業
、

電
話
番
兮
、
グ
ル
ー
プ
名
、
グ

ル
ー
ブ
の
学
習
内
容
と
会
員
数

を
明
記

申
込
期
限
2

月
1
0日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
文

化
係
(
〒
a
千
僅
1
-
4
-
1
8

　
眤
1
1
1
1
㈹
)

※ 　時間はいずれも、午後6 時30分～8 時30分

イ
キ
イ
キ
足
立
の
建
設
に

あ
な
た
の
声
を

区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

区
政
モ
ニ
タ
ー
は
、区
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
区
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
、
大
き
な
役
割
を

粱
し
て
い
ま
す
。
次
の
要
領
で

区
政
モ
ニ
タ
ー
を
雰
奥
し
ま
す

の
で
、
私
極
的

に
こ
心
弊
く
だ

さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕

事

▽
迎
絡
会

議
の
出
席

犀
3

回
程
度
)
[

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
(

年
1
回
程
度
)

▽
区
政
全

般
に
つ
い
て
の
憐
報
・
意
兒

・
要
望
等
の
随
時
提
出

▽

そ
の
他
広
聴
業
務
へ
の
協
力

募
集
人
員
5
0

人

任
期
6
3

年
4
月
1
6
4
年
3
月

応
募
資
格

次
の
条
件
を
全
て

爾
た
す
方

▽
満
2
0
歳
以
上

で

、
足
立
区
に
引
き
続
き
6

ヵ
月
以
上
居
住
し
て
い
る
方

▽
足
立
区
の
庄
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

▽

鄒
内
地
方
・公
共
団
体
の
職
呉

で
な
い
方

謝
礼

▽
会
議
の
出
席
・・
i
回
3

千
円

▽
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
…
1
回
千
5
0
0
円

応
募
方
法
・
期
戳
2

月
1
0曰

ま
で
に
電
晒

で
応
募
用
紙

を
讀
求
、
折

り
返
し
鮖
送

し
ま
す

選
考

地
域
別
、
年
齢
別
、
性

別
、
職
業
別
等
を
考
慮
の
う

え
選
考

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

広
聴
係

　
眤
1
1
1
1
㈹

春の花展示会
区
内
の
花
酉
農
冢
で
栽
培
し
た

舂
の
花
の
品
評
と
展
示
を
行
い
ま

す
(
3

月
2
日
の
み
先
着
1
0
0名
の

方
に
切
花
を
配
布
し
ま
す
)
。

日
時

▽
3
月
2
日
(
水
)
、午
後
1

時
～
5
時

▽
3
日
(
木
)
、

午
前
9
時
～
午
険
5
時

▽
4

日
(
金
)
、
午
前
9
時
I
正
午

場
所

中
央
本
町
庁
舎
1
階

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
農

産
係

　
貘
5
1
1
8

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

指
導
者
養
成

講

習

会

日
時
3

月
―
・
4
・
8
・
1
1日

の
4
日
間
、
午
浚
6
時
3
0分
～
8

時
3
0分

場
所

中
宍
収
町
セ
ン
タ
ー

対
象

嵎
1
8峺
以
上
の
区
内
在
庄

・
在
勣
の
指
導
者
お
よ
び
指
導

者
を
希
望
す
る
実
務
経
験
3
年

以
L
の
方
(
高
咬
生
を
除
く
)

定
員

碩
人
(
抽
選
)

費
用

無
科

申
込
方
法

往
厦
ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月

日

、
職
气

電
話
番
号
、
パ
ド

ミ
ン
ト
ン
歴
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

講
習
会
希
望
と
明
配

申
込
期
限
2

月
1
6日
必
讐

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
振
興
係
(
〒
ほ
千
住
―
-
4
|
1
8

　
唹
1
1
1
1

㈹
)

生
活
教
室

日
時
2

月
1
8日
(
木
)
、午
唆
1

時
3
0分
～
4
時
3
0分

場
所

花
畑
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勣
の
婦
人

内
容

お
年
寄
り
か
ら
学
ぶ
「
家

庭
で
簡
単
に
作
れ
る
手
打
ち
う

ど
ん
の
作
り
方
」

費
用

聊
円
(
当
日
持
参
)

定
員
3
0
名
(
先
普
順
)

申
込
方
法
2

月
5
日
か
ら
直
接

窓
囗
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

花
畑
セ
ン
タ

ー
　
8
5
0
2
6
1
7

特
別
経
済

講

演

会

日
時
2

月
2
3日
(
穴
)
、午
唆
1

時
3
0分
～
3
時

場
所

産
業
振
興
館
天
堝
無
料
)

講
師

田
中
直
毅
氏
(
経
済
評
綸

家
)

テ
ー
マ

日
本
経
済
は
朮
当
に
だ

い
じ
ょ
う
ぷ
か

申
込
方
法

電
詁
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
経
済
課
(　
棘
5
1
9
1
)

ま
た
は
柬
亰
商
工
会
議
所
足
立

支
郡
(
　
8
8
1
9
2
0
0
)

公
社
施
設

臨
時
休
館

公
杠
各
施
設
は

、
館
内
整

理
と
消
毒
の
た
め
呎
の
と
お

り
休
館
し
ま
す

。

【2
月
1
4
・
1
5日

】

文
化

会
館
・
別
館

【2
月
1
7日

】

花
畑
底
園

【2
月
2
1
・
2
2日

】

総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
産

業
振
興
館

、
勣
労
福
祉
会

館
、
青
年
館

、
都
市
農
業

公
園

、
竹
の
塚
温
水
プ
ー

ル
、西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

、

各
社
会
教
青
館
・
体
青
館

・
図
S
館

問
合
せ
先

足
立
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

公
社

　
M
8
2
1
1

ひ

ろ
ば

※
先
蕭
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。

【
投
稿
規
程
】

サ
ー
ク
ル
情
報

、
催
し
も
の
な
ど
の
案
内

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
/
営
利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の

、

投
犒
内
容
が
不
爾
の
も
の
は
掲
載
で
孝
ま
せ
ん
/

先
着
順
/
1

団
体
1
事
業
と
し
て
a

カ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/

原
槁
は

手
短
か
に
袤
と
め
、
庄
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

、
団
体
名
、

費
用
(
金
額
・
使
途
)
、
電
話
連
絡
先
(
昼
)
豐
明
記
し
て
、

鮖
送
袤
た
は
持
参
の
こ
と
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/

掲
載

後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
啼
切
り
は

、
発
行
日
1

ヵ
月
前

投
稿
先

本
庁
舎
・
広
報
課
(
〒
a
千
庄
―
-
4
1
1
8
)

=
催
し
物
=

☆
う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
学
園

講
演
会
2

月
1
3日・・・
i

啀

の
課
題
・
施
設
の
課
題
一
3
月
5

口
…
「
地
域
の
課
哩
・
サ
ー

ビ
ス
の
課
題
」い
ず
れ
も
午
峻
2

時
～
5
時
/
学
園
2
鵆
ホ
ー

ル
(
梅
田
7
-
召
/

無
料
/

▽
う
め
だ
・
あ
け
ほ
の
学
園

　
鈿
l
l
9
0

=
募
集
=

☆
ハ
イ
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
(

柬
亰
ウ
ォ
ー
キ
ン
ク
ク
ラ
ブ
)

中
高
年
向
き
軽
ハ
イ
キ
ン

グ
、
バ
ス
ハ
イ
ク
、
温
泉
巡
り

等
/
年
会
贊
千
崩
円
/

▽
平
松

　
膳
4
6
3
3

☆
表
千
家
茶
道
教
室
(
不
白

流
桜
会
)

朷
心
者
歓
迎
/
ほ

月
第
2
・
4
水
曜
日
、午
前
9
時
4
0

分
I
正
午
/
祀
畑
庭
園
鯱
花

亭
/
月
額
3

千
円
(
そ
の
他
実

費
負
担
有
)
/

▽
小
黙
　
a
0

☆
池
坊
生
花
(
な
で
し
こ
会
)
　

毎
月
第
2

・
4
木
曜
日

、
午

唆
1
時
1
3

時
/
竹
の
獵
社
会

教
弯
館
/

月
額
3

や
円
(

花
材

巷
/

▽
杉
山
　
8
9
6
5
8
9
2

☆
軟
式
テ
ニ
ス
ク
ーフ
プ
(
コ

ス
モ
ス
)

献
式
テ
ニ
ス
に
熱

心
な
方
/

毎
週
火
曜
日
…
午
後
1

時
～
4
時
、
土
曜
日
・・・
午
前
9

時
I
正
午
/
北
千
住
コ
ー
ト
(
2

・
3
月
は
尾
竹
僑
コ
ー
ト
)
/

入
会
金
千
円
、
月
額
千
沺
円
/

▽
瀬
沼
　
翻
8
0
1
6

☆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
(
江
北
パ

ッ
チ
同
好
会
)

毎
月
第
2
・
4

月
曜
日
、
午
前
1
0時
～
正
午
/

江
北
セ
ン
タ
ー
/
月
額
千
5
0
0円/

▽
望
月
　
8
9
7
7
1
1
1

☆
ラ
タ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
ル
ー

ム

第
2

・
4
木
曜
日

、
午
前
1
0

時
I
正
午
/
西
新
井
サ
ン
ラ

イ
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
/

月
額
2

千

円
/
▽
吉
沢
　
叩
2
9
6
9

☆
料
理
サ
ー
ク
ル
(

ケ
チ
ャ

ッ
プ
)

月
2
回
、
金
曜
日
、

午
後
6

時
3
0分
～
8
時
3
0分
/

青
年
館
/
月
額
2
千
7
0
0円/
D
>

鈴
木
　
膳
7
8
7
8

☆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
(
舞
)

朷
心
者
歓
迎
/
毎
週
火
曜
日
、

午
前
1
0時
1
5分
～
午
険
1
2時
1
5

分
/
佐
野
杠
会
教
畸
館
/
月
額
3

千
円
/
▽
佐
々
木
　
8
8
3
4
8

☆
千
住
ゲ
ー
ト
ホ
ー
ル
会
　

叨
心
者
、
千
住
地
区
に
住
ん
で

い
る
方
/
毎
週
月
曜
日
、
午
後
1

時
―

時
3
0分
(
3

ヵ
月
間

指
導
い
た
し
ま
す
)
/

荒
川
同

川
敷
な
ど
/
月
額
千
円
/
▽
井

上
　
翻
9
5
6
0
(

午
前
)

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
(
ふ
れ
ん

ど
)

毎
週
金
曜
日
、
午
後
7

時
3
0分
～
9
時
3
0分
/
膏
年
館
/

入
会
金
2
千
円
、
月
額
2
千

円
/
▽
山
崎
　
呎
8
6
6
0

☆
足
立
新
約
会

朷
心
者
歓

迎
/
月
例
釣
行
会
(
川
・
蕎
釣

り
)
、講
座
、
研
究
会
等
/
月
額
4
0
0

円
/
▽
田
嶋
　
鮖
0
2
7
8

掲
示
板

□
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
文
化
リ
ー

ダ
ー
研
修
講
座

日
時
2

月
1
6
・
1
8・
1
9・
2
2

・
2
4日
、
午
唆
1
時
3
0分
I
4

時
3
0分

場
所

中
野
サ
ン
ブ
ラ
ザ

テ
ー
マ

わ
が
町
再
発
見
-
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
勳
の
実
跂
的

研
究

内
容

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
諭

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
嘔
解

決
技
法
等

対
象

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
活

勳
に
携
わ
っ
て
い
る
方
と
意

欲
の
あ
る
方

定
員
・
費
用
8
0

人
(
抽
遵
)

無
料

申
込
方
法
・
期
限

ハ
ガ
キ
に

住
所
、氏
名
、年
齡
、戰
業
、電

話
番
号
、
所
禺
団
体
名
を
明

配
の
う
え
2

月
7

日
(
消
印

有
効
)
ま
で
に
左
記
へ

申
込
・
問
合
せ
先

都
・
生
活

文
化
局
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

部
振
輿
計
画
室
(

〒
1
0
0
-
8
1

千
代
田
区
丸
の
内
3
-
8
1
1

　
2
1
2
5
1
1
1
㈹
)

□
「
確
定
申
告
は
お
早
め
に
!
2

月
1
6日
～
3

月
1
5日

」

3
月
は
窓
口
か
大
変
混
碓
し

ま
す
。
磴
定
申
告
の
提
出
や
ご

相
談
は
、
な
る
ぺ
く
2

月
中
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い

。

申
告
は
青
色
で
!

納
悦
は
囗
座
振
酋
で
!

問
合
せ
先

足
立
税
務
書
(
8
8
8
6
2
4
1
)

、西
新
井
税
務
暑
(

　
絅
1
1
1
1
)

□
春
休
み
親
子
水
道
施
設
見
字

会コ
ー
ス
・
見
学
日
程
3

月
2
8

日
か
ら
3
0日
ま
で
の
3
日
間
(

下
詼
か
照
)

対
象

都
営
水
遭
を
便
用
し
て

い
る
新
小
学
4
年
生
と
そ
の

保
護
者
(
計
朷
名
)

申
込
方
法

往
厦
ハ
ガ
キ
に
希

輿
コ
ー
ス
、
出
発
地
、
見
学

日
、
参
加
者
全
員
(
乳
幼
児

等
を
含
む
)
の
住
所
、
氏
名
、

年
齡
、
電
話
番
号
を
記
入
(

応
募
は
、1

組
に
つ
き
申

し
込
み
ハ
ガ
キ
ー
枚
、抽
選
)

申
込
期
限
2

月
2
2日
必
S

申
込
・
問
合
せ
先

鄒
・
水
道

局
広
報
課
見
学
会
(
〒
1
0
0
-
8
1

千
代
田
区
丸
の
内
3
-
8
-
1

琵
2
0
9
4
)

□
2

月
は
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
(
第
4
期
分
)
の
納
期

で
す先

に
お
送
り
し
た
納
付
S
に

よ
っ
て
お
近
く
の
金
融
機
閧
ま

た
は
都
税
事
務
所
等
で
2

月
2
9

日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。<

足
立
都
税
事
務
所
>

□
ご
利
用
く
だ
さ
い

〝国
の
進

学
ロ
ー
ン
〟

融
資
額
　
一
進
学
者
あ
た
り
5
0

万
円
以
内

手
続
方
法

▽
借
入
申
込
書

▽
所
辱
証
明

▽
住
民
票
ま

た
は
僵
康
保
険
証
(
写
)
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限
4

月
3
0日

申
込
・
問
合
せ
先

国
民
金
融

公
嫩
千
住
支
店

　
8
8
1
6
1

□
枯
草
火
災
の
防
止
に
つ
い
て

冬
に
な
る
と
空
気
が
乾
燥

し
、
空
地
な
ど
の
枯
草
火
災
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
空
地
の
所
有
者
は
、
枯
草

を
除
却
し
ま
し
ょ
う

▽
枯
車
の
あ
る
場
所
で
た
き

火
は
や
め
ま
し
ょ
う

▽
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
や

め
ま
し
ょ
う

<
千
住
・
足
立
・
西
新
井
消

防
署
>

A. T. S. M. 233, 000


